
 

失敗を恐れず、未来を夢見て過ごそう！！ 

～「ダイジョウブ」から学ぶ生き方～ 
                                 校長 筒井 啓介 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
小田和正さんの「ダイジョウブ」という歌の歌詞について、考えてみたいと思います。先日、

私はみなさんに進路学習の授業をさせてもらいましたが、その時に「歌詞には（ ）が込められ
ている」という問題を出して、（ ）に何が入るかを皆さんと考えました。この歌は私が好きな曲
の一つですが、この歌詞には、私たちの生き方や人生について考える教訓やヒントがたくさん込
められているような気がします。 
私たちの人生には無限の可能性があります。ここでいう「答え」というのは人生の目的という

意味だけではないでしょう。生きていると私たちは失敗をしてしまうことがあります。そして、
それによって自分のことを責めてしまうこともあるかも知れません。しかし、失敗したとして
も、人生というのは続いていくのです。そして、私たちは幸運にも過去の出来事を忘れることが
できます。失敗や苦悩を過去の思い出にすることで、また明日を生きていくことができるので
す。そうした失敗によって回り道をしたとしてもそれは決して不正解ではない。そんな想いも、
この歌詞には込められているのではないでしょうか。決して正解が無い人生なのだから、「苦しみ
に囚われることなく未来を夢見て過ごそう」という願いが込められているのかも知れません。「ダ
イジョウブ」は未来に目を向け、笑顔でいることによって幸せを引き寄せることができる。そん
な人生を生きる上でのコツを私たちに教えてくれているように感じます。西谷中生のみなさんに
は、感性豊かな中学時代にこそ、いろんな音楽を聴いたり、本を読んだりすることで、様々な
人々の人生経験に触れて欲しいと思います。ぜひ、勉強の合間にそのような時間をつくってみま
せんか。そして、いつも笑顔を絶やさないでいて欲しいと願っています。 
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■進路学習が進んでいます（３年生） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ３年生は道徳や学活の時間に進路についての学習を進めています。今回は６月１２日に行われた授

業の様子を紹介します。前回の授業では公立高校と私立高校の違いについて学習しました。今回は担

任の坂口先生から公立高等学校のルールなど（公立高校は受検して合格した場合は必ず入学すること、

私立高校の専願と併願受験の違いなど）についての説明を受け、その後 椹木教頭先生から公立高校

の推薦入試についての体験談を語ってもらいました。初めて耳にする言葉や受験（受検）のルールに

戸惑いもあったかも知れませんが、中学校卒業後の進路は、一人一人の夢や希望、興味関心・適性に

よって異なります。また、中学校までの教育は義務教育と呼ばれるように、全ての子どもたちに等し

く、世の中で生きていくために身に付けておくべき基本的な知識・技能を身に付けるためのものです。

中学卒業後はその義務から外れ、自分自身の意思で切り拓かねばなりません。そのためにも、自分の

将来の進路について学校・家庭でしっかりと学び、考えていくようにしましょう。 

 西谷中には担任の先生、学年団の先生、教科担当の先生、事務担当の先生、用務員の先生などたく

さんの人生の先輩がいます。ぜひ、生徒の皆さんにはたくさんの先生や友達、家族のみなさんと自分

の将来の生き方や進路についてたくさん話をしてもらいと思っています。一人で悩む必要はありませ

ん「進路は仲間と共に切り拓くもの」です。みなさんの希望する道が拓けるように応援しています。

頑張れ、１９人のチャレンジャー！！ 

■今できることに全力を投じよう（期末考査前です） 

 早いもので、今学期も残り一月程になりました。改めて月日が過ぎる速さに驚きを感じています。

西谷中生の皆さんも同じように感じませんか？ さて、期末考査一週間前に入りました。この考査に

向けての心構え、取り組み計画はしっかりと立てていますか？ 特に３年生は進路選択に向けて一つ

一つの考査に対して今までの反省点が活かせるように取り組みを進めて欲しいと思います。 

授業中に配られた「小テスト」、「朝学習のプリント」、「中間考査」などで間違えた問題は必ず解ける

ようにしてください。 

 勉強は「できなかったことができるようになること」「分か 

らなかったことが分かるようになる」そのための努力をした 

か否かが点数になってあらわれます。最後まであきらめない 

こと、今できることに全力を投じてください。 

 １・２年生においても、１年後もしくは２年後に進路選択の 

時が訪れます。コツコツと努力を積み上げて、進路選択時の 

選択肢が増えるように今から取り組んで欲しいと願います。 

     Never give up, great thingｓ take time！！ 

坂口先生から推薦入試に関する説明 
 

 

 

 

 

 

 

                 掲載していません 

椹木教頭先生からの高校入試体験談 

グループ討議（全校進路学習時） 


